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特集

諏
訪
湖
周
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（
愛
称
：ｅｃｏ
ポ
ッ
ポ
） 

12
月
本
格
稼
動
開
始
！

湖
周
地
区
12
万
人
の
、
ご
み
共
同
処
理
が
始
ま
り
ま
す
。

　

岡
谷
市
の
６
つ
の
重
要
施

策
の
ひ
と
つ
に
位
置
付
け
、
岡

谷
市
、
諏
訪
市
、
下
諏
訪
町

の
２
市
１
町
で
整
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
、
諏
訪
湖
周

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
愛
称
：

ｅｃｏ
ポ
ッ
ポ
）整
備
工
事
が
、
７
月
か
ら
行
っ
て
い
る
試
運
転

で
機
器
の
安
全
性
や
性
能
な
ど
の
確
認
を
終
え
、
い
よ
い
よ

12
月
か
ら
本
格
稼
動
を
迎
え
ま
す
。

　

湖
周
地
区
に
お
け
る
ご
み
処
理
を
広
域
的
に
行
う
た
め

に
、
平
成
17
年
に
湖
周
地
区
ご
み
処
理
基
本
計
画
を
策
定

し
、
平
成
23
年
９
月
に
は
湖
周
行
政
事
務
組
合
設
立
、
環

境
影
響
評
価（
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）を
行
い
、
平
成
26
年
９

月
か
ら
整
備
工
事
に
着
手
し
、
約
２
年
の
年
月
を
か
け
て
完

成
い
た
し
ま
す
。

　

旧
岡
谷
市
清
掃
工
場
跡
地
に
完
成
し
た
諏
訪
湖
周
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
排
ガ
ス
処
理
を
は
じ
め
、
防
音
・
防
臭

に
も
配
慮
を
し
た
最
新
技
術
と
最
新
鋭
の
設
備
を
導
入
し
、

安
全
・
安
心
で
安
定
的
な
処
理
を
第
一に
運
転
管
理
す
る
環

境
に
配
慮
し
た
施
設
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
有
効
利
用
の
観
点
か
ら
、
ご
み
の
焼
却
時
に
発
生
す

る
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
回
収
し
、
発
電
を
行
う
こ
と
で
、
化
石

燃
料
を
利
用
し
た
火
力
発
電
に
対
し
、
年
間
５
４
４
０
ｔ
の

Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
に
も
寄
与
し
ま
す
。

　

限
り
あ
る
地
球
資
源
を
守
り
、
よ
り
良
い
環
境
、
住
み

や
す
い
ま
ち
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
循
環
型
社
会
へ

の
転
換
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

諏
訪
湖
周
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
本
格
稼
動
を
契
機
に
、

市
民
一
人
ひ
と
り
や
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
者
が
、
自
ら
環
境
保

全
の
担
い
手
で
あ
る
と
の
自
覚
を
持
ち
、
環
境
に
や
さ
し
い

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
づ
く
り
や
、
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル
の
転
換
を

進
め
、
環
境
配
慮
へ
の
取
組
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
本
施
設
の
建
設
に
際
し
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係

各
位
並
び
に
地
元
の
皆
様
方
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
今
後
と
も
、
地
域
住
民
の
安
全
と
良
好
な
生

活
環
境
に
配
慮
し
た
施
設
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

一
層
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

岡
谷
市
長　

今
井
　
竜
五
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◆平成14年３月
諏訪圏域６市町村でごみ処理広域化計画策定
◆平成15年９月
「湖周地区（岡谷市・諏訪市・下諏訪町）」と「諏訪南地
区（茅野市・富士見町・原村）」の２地区でのごみ処理
広域化に方針変更
◆平成17年３月
湖周地区ごみ処理基本計画を策定し、稼動目標年度
を平成23年度に設定。施設規模を１３６ｔ／日、施設
建設場所を岡谷市清掃工場敷地に決定
◆平成21年３月
湖周地区ごみ処理基本計画を修正し、稼動目標年度
を平成27年度、施設規模を１２０ｔ／日に変更
◆平成23年９月
湖周行政事務組合を設立
◆平成23年12月
湖周地区ごみ処理施設処理方式検討委員会において
ごみ処理方式を「ストーカ方式」に決定
◆平成24年８月
湖周地区ごみ処理基本計画を修正し、稼動目標を平
成28年９月、施設規模を１１０ｔ／日に変更
◆平成25年３月
施設名称を「諏訪湖周クリーンセンター」、愛称は公募
にて「ｅｃｏポッポ」と決定
◆平成25年10月
事業者選定委員会にて、プロポーザル方式により「諏
訪湖周クリーンセンター整備工事事業者」を選定
◆平成25年11月
環境影響評価書（環境アセスメント）策定　公告、縦覧
◆平成26年1月
岡谷市清掃工場解体、敷地造成工事着手
◆平成26年８月
工事説明会および安全祈願祭･起工式
◆平成26年９月
諏訪湖周クリーンセンター整備工事着手
◆平成27年７月
本格稼動開始を平成28年９月から平成28年12月へ
変更
◆平成28年７月
諏訪湖周クリーンセンター試運転開始
◆平成28年９月
諏訪湖周クリーンセンターから排出される焼却灰の共
同化処理を開始
◆平成28年12月
諏訪湖周クリーンセンター本格稼動開始予定

諏訪湖周クリーンセンター建設の道のり
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ごみピット

ごみ計量器

計量器

たちのごみは、どのように処理されるの？

焼却炉内でのごみ燃焼

動画を見るには…
①スマホや携帯電話のバーコード読み
取りアプリを起動して、カメラでQR
コードを読み取ります。
②読み取りに成功すると、YouTubeの
リンク先URLが表示されますので、そ
のリンクをタップ！
③動画が再生されます。
※動画はファイル容量が大きいので、通信料に
ご注意ください。Wi-Fiなどの環境からのア
クセスを推奨します。

①

①ごみピット・ごみクレーン

②ストーカ炉

鋼製のバケットは、1回
に３㎥の燃やすごみを
つかむことができます。

　燃やすごみを、一旦ピッ
トに貯めて、ごみクレーン
で攪

かく

拌
はん

を行い、燃やすご
みを均質化してから、焼却
炉に入れる設備です。
　ごみピットの容量は、
3,850㎥あり、岡谷市･諏
訪市･下諏訪町で発生する
燃やすごみを、約７日分貯
めることができます。

　ストーカ（火格子）は、ごみ
の燃える高温にも耐えられる
鋳物でできています。
　燃焼が安定しており、自
動化・運転管理が容易なこ
とが特徴です。（ごみ投入か
ら燃え切りまで約９０分）

　ストーカ（火格子）は、
焼却炉の底にあります。
燃やすごみは、火格子
の上をゆっくりと移動
し、完全燃焼します。

ストーカ式
焼却炉の構造

ごみ
燃焼ガス

ストーカ

給じん装置
乾燥ストーカ

燃焼ストーカ

後燃焼ストーカ

灰

給じん装置

乾燥ストーカ

燃焼ストーカ

スマホで
QRコードを読み取ると、
動画が見られるよ！

ecoポッポ
これまでの
歩み

ごみの搬入から
投入までの
ようす
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問合せ●湖周行政事務組合（内線1443）

わたし　たちのごみは、どのように処理されるの？③ボイラー

④蒸気タービン発電機

⑤ろ過式集じん器

②

③

④

⑤

　燃やすごみの焼却によって発生する熱を吸収して、発電の
ための蒸気を作ります。

　蒸気タービンは、蒸気を利用して発電する設備です。蒸気の力でタービン（風車）を
回転させ、発電します。

飛灰循環システム
　ろ過式集じん器で捕集される飛灰には、
ばいじんや反応生成物に加え、消石灰が一部、未反応の状態で含まれます。この飛灰を、ろ過式集じ
ん器に再投入することで、従来は廃棄していた未反応薬剤の有効利用が可能です。この技術により、
消石灰使用量を低減できるとともに、最終処分量の低減も実現します。

●発電量：約1,500万kWh/年
　（一般家庭約４,１００軒分）
●CO2削減量：約5,500ｔ/年
　（自動車の排気ガス換算で約2,400台分）

これが最新の
ごみ処理システム
なんだね

鉄の管が連なっています

回転する力を
電気にします。
（自転車のライ
トと同じ仕組み
です）

　排気ガス中のすすや粉じん
などの粒子を、気体から分
離する装置です。

　排ガス中の有害物質
を確実に除去するとと
もに、ライフサイクル
コストの低減に寄与し
ます。

蒸気タービン 発電機

特殊繊維のフィルター（ろ布）。
１・２号炉あわせて４３２本あります

タービンブレード（風車)


